
彼女のプレゼントを香水にしようと色々吹きかけていたら浮気と思われた 

 

おかえり～。今日は遅かったね。もしかしてきみぃ、彼女の誕生日を忘れていたのでは？違

う？よかった。ん……、ちょっと待って。すんすん……香水の匂い？君、普段は香水なんて

つけてないもんね、そして帰りが遅い。へぇ、君、そういうことする人だったんだ。え、違

うって？いいよ、言い訳なんて聞きたくない。浮気、でしょ。どこの馬の骨かわからない女

のところ言って、さぞ楽しい思いをしたんでしょうねぇ？（涙浮かべながら）……私、そん

なに愛されてない？私のどこが悪いの、君の理想の彼女になるから……ねぇ、何が、何が…

…ねぇ、教えてよ。あ、そっか。違うよね。君が私にもっと夢中になればいいのね。ほら、

玄関に突っ立ってないで、おいでよ。私の胸の中に。私色に染め直してあげる。私に匂いで、

いっぱいにして、私なしじゃ生きられないようにしてあげる。……話を聞いてくれ？まあ、

一言位なら聞いてあげるわ。 

 

ＳＥ紙袋をあさる音 

何これ、浮気相手の香水を見せつけてきたわけ？え、香水を、プレゼントに？どんな匂いに

なるか、吹きかけてきた？ええと、てことは浮気じゃ、ない。私の、勘違いってこと？うっ

……ごめんなさい。だってぇ、君のこと疑ってしまったもの。ごめんなさい。私、絶対嫌わ

れた。ごめんなさい……。ひゃっ、な、何するのよ。いきなり抱きしめて。……いい匂い。

この匂い、とってもいいわ。君が選んでくれた私だけの匂い、だもんね。こうしてると私が

君を包み込んでるみたい。ねぇ、ベッドで、君に愛されたい、な？ 

 

ＳＥ小鳥のさえずり 

んん……あのまま寝ちゃったのか。おはよう。ふわぁぁ。昨日はごめんね、でもすごいうれ

しかった。え、今日、休み取った？まじか。まさか私の休日に合わせてくれたの？ねぇ、あ

の香水付けてデートでもしない？君も付けるのよ。そうすれば君に包まれてる感じもする

し、とても幸せな気分になるもの。どこに行くかって？そうね、水族館は？いや、単に散歩

でもいいわね。とにかく、君とならどこにでも行くわ。ずっと離れないから。いいでしょ、

昨日、浮気されたって本気で思って、さみしくて辛くて、ぐちゃぐちゃだったんだから。今

日くらいは甘えさせて？ほら、早く支度して、デートいこ？ 


